
　区立小・中学校の児童・生徒のポスター、標語、習字作品を展示します。

▶日時　12月１日（金）～８日（金）午前９時30分～午後５時
 ※1日は午後１時から、8日は午後３時まで

▶会場　池上会館　
▶問合先　教育総務部指導課　☎5744－1435　　　5744－1665FAX 　令和６（2024）年３月高等学校卒業予定者の採用

選考は９月１６日から開始されています。選考にあ
たっては、応募者の基本的人権を尊重することはも
ちろん、適性・能力のみを採用基準とし、応募書類は
「全国高等学校統一応募書類」を使用してください。
適性・能力と関係のない「本籍・出身地」「家族状況」
「思想・信条」などを把握することは、就職差別につな
がる恐れがあるため、応募書類に記載させる・面接時
に尋ねるといったことがないようにしてください。

「全国高等学校統一応募書類」を
使用してください

公正な採用選考システムの確立を！公正な採用選考システムの確立を！

　東京労働局では、差別のない公正な採用選考シス
テムの確立を図るため、従業員５０人以上の事業所に
は公正採用選考人権啓発推進員を選任していただ
いております。毎年６月１日現在の選任状況を「公正
採用選考人権啓発推進員選任状況報告」により、事
業所所在地管轄のハローワークにご報告ください。

「公正採用選考人権啓発推進員」を
選任しましょう

▶問合先　ハローワーク大森  ☎ 5493－8713

人権啓発を目的としたパネルを展示、パンフレットや啓発グッズを配布しています。

▶日時　12月4日（月）正午～15日（金）午後４時
▶会場　区役所本庁舎1階
▶問合先　人権・男女平等推進課人権・男女平等推進担当
　　　　　☎5744－1148　　　5744－1556FAX

▲
公正な採用選考についてはコチラ

▲
新規学卒についてはコチラ

企業の皆さんへ

　東京都パートナーシップ宣誓制度とは、パートナーシップ関係にあるお二人
からの宣誓・届出を、都が受理したことを証明（受理証明書を交付）する制度です。
　本制度は、多様な性への理解を深め、性的マイノリティのパートナーシップ
関係にある方が、日常生活のさまざまな場面での手続きが円滑になるなど、暮
らしやすい環境づくりにつなげることを目的としています。

東京都パートナーシップ宣誓制度

▶問合先　東京都総務局人権部企画課　☎ 5388－2337
詳細はコチラ▶▶問合先　東京都人権プラザ　☎ 6722－0124

夜間人権ホットライン 相談
専用

　人権侵害や日常生活の法律問題について、
弁護士が電話でご相談をお受けします。相談
時間は1人10分程度です。費用は無料です。
秘密は厳守します。

12月８日（金） 午後5時～8時
☎ 6722－0127

区立小・中学校人権啓発作品展

人権啓発パネル展

区立小・中学校人権啓発作品展

人権啓発パネル展

　生まれたのは大田区蒲田です。当時は母と、母方の
祖母と３人暮らし。母は働きに出ていたので、基本的
に祖母と生活していました。保育園は楽しかった
し、地域の人にもかわいがってもらったし、自分の
容姿や境遇が気になることはまったくありません
でした。
　その後、葛飾区そして都外に転校したのです
が、2度目の転校先でいじめにあったことがきっ
かけで、肌の色、髪質、父親がいない家庭環境が
気になりだしました。
　殴る・蹴るといった身体的暴力もありましたが、
いちばんきつかったのは言葉の暴力です。肌の色
をなじられたり、分厚い唇を笑われたり……。ある
時は「肌の色は落ちるだろ」と言われてデッキブラシ
で延々とこすられました。「これは汚れだ」と。周りの
みんなとは“違う”ことを初めて意識させられました。
　いじめに対して、最初は抵抗していました。手を振り
ほどいたり「やめてよ！」と拒否したり。だけど子どものいじ
めって、反応すればするほど相手が喜んじゃう。どんどんエスカ
レートする。

そういう空気が分かってきて、小学５年生以降は抵抗をやめまし
た。リアクションがないから「つまらないや」と思ったのか、いじめは少
しずつ収まりました。いてもいなくてもどちらでもいい、空気のような
存在になりましたね。卒業するまで誰とも関わることはなかったです。

　転機になったのは、中学校でバスケットボール部に入ったこと。本当
はサッカー部がよかったのですが、いじめっ子がたくさんいたので諦
めました。
　そこで、逃げるように決めたのがバスケ部でした。部員は別の小学
校出身の子がほとんどで、先輩たちも優しかった。練習も厳しくな
かったし(笑)。バスケは未経験で、やりたかったわけではありませんで
したが、いじめからの逃げ場にしたかった。

みんなすごいね!
才能が

あふれてる～!!

みんなすごいね!
才能が

あふれてる～!!
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副島 淳（そえじまじゅん）
　昭和59（1984）年、大田区蒲田生まれ。日本人の
母とアフリカ系アメリカ人の父の間に生まれる。現
在はNHK「あさイチ」リポーターやバラエティ番組な
どのタレント業のほか、舞台や映画の俳優として活
躍中。11月に公開された北野武監督作『首』に黒人
武士・弥助役で出演している。

今号に登場したタレント

　２ｍ近い体格と黒い肌、そして巨大なアフロヘアー。

ひと目でその人と分かる副島淳さんは、その容姿ゆえ

にいじめを受けていたことがあります。ですが、現在は

その見た目を武器の一つにして芸能界で活躍中。

　いじめをどのように乗り越えたのか？ さまざまなルー

ツを持つ人とどう関わるべきなのか？ 蒲田にゆかりの

ある副島さんに話を聞きました。

肌の色を「汚れだ」と言われた

逃げたら未来が明るくなった

“違う” いけないことですか？のは、“違う” いけないことですか？のは、

2面へ続く
副島淳さんのプロフィールは4面をご覧ください。副島淳さんのプロフィールは4面をご覧ください。

大田区
公式PRキャラクター
「はねぴょん」と
副島さん

大田区
公式PRキャラクター
「はねぴょん」と
副島さん
 撮影場所 ：

大森ふるさとの浜辺公園

問合先　人権・男女平等推進課人権・男女平等推進担当　☎ 5744－1148　FAX 5744－1556
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「誰か」のこと じゃない。令和5年度 啓発活動重点目標
～人権啓発キャッチコピー～人権週間 12月4日（月）～10日（日）


